
第２８回群馬県看護学会

オンライン演題登録

登録マニュアル

●演題登録申込期間２０２４年５月２０日（月）～６月１２日（水）

イージーセミナー(研修情報管理システム)にて申込
イ ー ジ ー セ ミ ナ ー ( 研 修 情 報 管 理 シ ス テ ム ) の マ イ ペ ー ジ 「 お 知 ら せ 」 に

オンライン演題登録のＵＲＬ及び ＩＤ･パスワードが届くのでアクセスしてください。

●演 題 登 録 期 間２０２４年５月２０日（月）～６月２３日（日）

オンライン演題登録より登録
「第２８回群馬県看護学会オンライン演題登録」にログインして必要情報の入力と演題登録

を完了してください。

イージーセミナー(研修情報管理システム)

https://www.ez-seminar.jp/gunma/
https://g-regi.net/gun-nurse/login.html


2

発表者（筆頭研究者） 事務局・査読者

群馬県看護学会ホームページ
「イージーセミナー（研修情報管理
システム）」より申込み

5月20日(月)～6月12日(水)

・申込者のID・パスワードを生成
・査読者情報を演題登録システムへ登録
・申込者へID・パスワードを通知

オンライン演題登録へログインし、
研究者情報の追加と抄録を登録

5月20日(月)～6月23日(日)

・採否結果の確認
・抄録の修正および回答コメントの

入力
7月13日(土)～8月15日(木)

査読、結果をオンライン演題登録へ反映

発表データの確認

発表データ提出
～10月31日(木)

参加申込
8月1日(木)～10月20日(日)

学会発表
質疑応答・アンケート

11月8日(金)

再査読、結果をオンライン演題登録へ反映

採否結果の確認
8月28日(水)～9月16日(月)

第２８回群馬県看護学会フローチャート（演題登録から学会終了まで）



①

1.登録方法

1）登録資格

演題発表者（筆頭研究者）及び共同研究者は群馬県看護協会会員に限ります。

2）登録
①群馬県看護協会のホームページ上部「EZseminar」ボタンより

イージーセミナー (研修情報管理システム)にアクセス
（https://www.ez-seminar.jp/gunma/）

第28回群馬県看護学会 演題登録の変更点

種別を分けました
「研究報告」 と 「実践報告」の種別があります。
以下の説明に従い、「研究報告」か「実践報告」の種別を選び登録してください。なお、「研究報告」と
「実践報告」では項立てやそれぞれの項に記載する内容が異なります。
8ページ 2) 構成を参照してください。
「研究報告」：調査等に基づく研究の成果についてまとめられた、看護学の発展につながる報告。
「実践報告」：臨床等の実践内容から得られた成果についてまとめられた、より質の高い看護実践に

つながる報告。

抄録の登録方法や登録区分に変更はありません。

https://www.ez-seminar.jp/gunma/


③イージーセミナー (研修情報管理システム)のマイページにお知らせが届きますので、演題登録
システムのURL及びID・パスワードを確認してください。

群馬県看護協会 イージーセミナー (研修情報管理システム)のマイページ開設につい
てはホームページをご確認ください。

http://www.gunma-kango.jp/?page_id=3419

②研修一覧の「第28回群馬県看護学会 演題登録申込専用」より申込み

http://www.gunma-kango.jp/?page_id=3419


④

④イージーセミナー 
(研修情報管理システム)の
「お知らせ」に
届いたIDとパスワードで
演題登録システムの
マイページへログインします。

⑤必須入力の箇所(★)をすべて入力してく
ださい。
パスワードは変更していただいて構い
ませんが、変更後のパスワードはお答
えできませんので、ご承知おきくださ
い。

⑤



⑦発表種別、発表形式、演題名、発表
区分を入力します。

発表種別は＜研究報告＞と＜実践報
告＞です。

発表形式は＜口演＞と＜示説＞です。
登録時にどちらかを選ぶことができま
すが、申し込みの発表形式とは異なる
発表をお願いする場合があります。最
終的な決定は学会長に一任します。

発表区分は下記表のとおりです。

演題名は、抄録内容を反映し、

50字以内で設定してください。

⑥共同研究者の人数を含めた頭数、所
属機関が複数の場合は必要数を登録し
ます。

⑧発表者情報を入力します。 ※共同研究者含む
共同研究者を含め、登録は5名としています。
・登録者欄が不足の場合はお問合せ下さい。
所属施設の名称記載欄では法人名は記載せず名称のみを登録してください。
所属機関名欄は、異なる所属が必要な場合に入力してください。
・1人が複数の所属をしている場合
・複数人がそれぞれ異なる所属の場合
所属機関番号は、該当する所属機関名の番号をチェックしてください。

発表区分：
Ⅰ 健やかに生まれ育つことへの支援
Ⅱ 健康に暮らすことへの支援
Ⅲ 緊急・重症な状態から回復することへの支援
Ⅳ 住み慣れた地域に戻ることへの支援
Ⅴ 疾病・障がいとともに暮らすことへの支援
Ⅵ 穏やかに死を迎えることへの支援

Ⅶ 看護制度・政策
Ⅷ 看護管理
Ⅸ 看護教育
Ⅹ 国際看護
Ⅺ 災害看護

⑥

⑧

⑦



⑨抄録本文を直接入力してください。
１) 様式

⚫ 本文の文字数は1600字以内とします。
⚫ 英文およびアラビア数字は半角を用いてください。
⚫ 抄録原稿は文字のみとします。図・表・写真は掲載できません。
⚫ 文体は常体とし、句読点は、「、」「。」を用いてください。
⚫ 本文を構成する各項目の見出しを太字で付け、改行し1字下げて内容を入力し

てください。
⚫ 略語の記載について、最初に正式名称を記載した後に使用してください。

例) 公益社団法人群馬県看護協会（以下「群看協」という。）は・・・、群
看協における・・・
「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針（令和3年3月23
日制定）」（以下「指針」という。）に基づき・・・、指針の・・・。

⑨

文字数が表示されます
（改行・スペース含む）

直接入力方式
※Wordからの貼付けも可

項目見出しは太字
太字設定<B>○○</B>

改行・1字下げ



演題名 簡潔明瞭に実践報告内容を表すもの

Ⅰ 目的
実践に取り組んだ背景などや、実践のねらい(実践の目的)を明確に記載す
る。

Ⅱ 実践内容・方法 事例の概要や取組みの方法・評価方法を記載する。

Ⅲ 倫理的配慮
倫理審査は不要であるが、どのような倫理的配慮がなされたのかを記載する。
※以下の「３) 倫理的配慮とその記述について」を参照のこと。

Ⅳ 結果 実践の結果を記載する。

Ⅴ 考察
結果の解釈、先行研究がある場合にはそれとの関連などを記載し、課題や
展望など、今後の看護実践への示唆を記載する。

＜「実践報告」の項目立てと必要な記載内容 ＞

演題名 簡潔明瞭に研究内容を表すもの

Ⅰ 目的 本研究の目的及び意義を明確に記載する。

Ⅱ 方法

研究対象、研究期間、データ収集方法、調査内容、分析方法を記載する。
・研究対象：何を対象にしたのかを記載する。
・データ収集方法：研究目的を達成するために用いた方法を具体的に記載
する。
・調査内容：調査した期間や内容を記載する。
・データ分析方法：収集したデータをどのような方法によって分析したのか、分
析の視点、活用した理論的枠組み、統計学的方法などを記載する。

Ⅲ 倫理的配慮
どのような倫理的配慮がなされたのかを記載する。
※以下の「３) 倫理的配慮とその記述について」を参照のこと。

Ⅳ 結果 研究により得られた「事実」のみを記載する。

Ⅴ 考察
研究目的に沿って、得られた結果の解釈、看護実践への示唆や今後の課題
等を記載する。

＜「研究報告」の項目立てと必要な記載内容 ＞

2) 構成
構成は、以下とします。項目立ては下記の太字項目を全て使用し、各項目には以下を含む必

要な内容を記載し、一貫性に留意して原稿を作成してください。



3) 研究倫理・倫理的配慮等

(１) 倫理的配慮について

「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針(令和3年3月23日制
定)」(以下「指針」という。) に基づきます。

➢ 指針の「人を対象とした研究」に該当する研究は倫理審査を受けてください。

・倫理審査委員会または相当機関による承認について、抄録本文に記載す
ること。

例) 「A 病院の研究倫理審査委員会の承認を得た。」

・所属施設に倫理審査委員会がない場合は、相当する機関(※)等による組
織的承認を得ること。

※相当する機関とは、大学等他組織の倫理審査委員会及び所属施設内にお
いて研究の実施にあたり倫理的観点から審査・承認を行う会議体のこと。

➢ 実践報告の場合は、研究・報告の過程で行った倫理的配慮を抄録内に記載し
てください。

例) 「対象者には個人が特定されないよう匿名化することと情報の管理に
ついて、また、学会で症例報告として発表することを書面で説明し、同意
書をもって同意を得た。」

(２) 研究対象施設や対象者の特定を避けるため、次の表記に注意してください(個人情
報の保護)。

・「当院」「当病棟」等の記載はせず、「Ａ病院」「Ａ病棟」など匿名化するこ
と。

・氏名や県名はイニシャル表記をしないこと。

例：「群馬県」→ ×「G県」○「Ａ県」

・患者の病歴や経過などの日付は、特定できない表記を考慮すること。

例：「 202X 年」 など

・患者の氏名、住所、診療 ID および患者の特定につながる場合は、役職や診療
科なども記載しないこと。

(３) 許諾が必要な尺度及び商標登録物等は、筆頭研究者自身があらかじめ使用許諾を得
た上で、発表媒体(口演スライド・ポスター)及び抄録本文中にその旨を記載してく
ださい。薬品や検査器具等は一般名称を用い、( )内に商品名、登録商標の場合は
®を記載してください。

(４) 利益相反の有無についてシステム登録時に申告の上、発表媒体で開示してください。

4) 引用文献の書き方

文献から本文を引用する場合は、出典を必ず明記してください。

本文中の引用箇所は、「(著者の姓，西暦文献発行年)」を付けて表示してください。

本文末の引用リストは不要です。

例)…は…であることが明らかにされている(○○ら，2020)。

 〇〇ら(2020)は、…は…であると述べている。



＜ご注意＞
項目見出しを太字にする時
や、入力の際にイタリック
体、「㎡」「H2O」等の上
付き文字・下付き文字を使
用する場合は、記入例のよ
うに直接入力するか、入力
支援ボタンをご利用くださ
い。

⑫

⑫内容を確認出来たら「内容を送信」ボタンを押下します。
修正があれば「内容を修正」ボタンで前に戻ります。

⑩抄録本文入力後、「簡易校正のためのPDFを開く」ボタンを押下し、抄録が１枚に収まって
いるか確認します。

⑪

⑩

⑪演題申込チェックリストを一つずつ確認して し、「内容を確認」ボタンを押下します。

＜ご注意＞
修正可能期間であれば、何度でも修正が可能です。
期間外は一切の修正ができませんので、ご注意ください。



２.査読結果の確認（オンライン演題登録マイページ）

イージーセミナー(研修情報管理システム)の「お知らせ」に査読結果表示のお知らせが届きま
すので、査読結果は各自オンライン演題登録マイページよりご確認ください。

1）初回査読結果
初回査読結果は、「採択」「不採択」の他に「修正後再査読」があります。
「採択」の方は、原稿の再登録は必要ありませんが、発表時にコメントを反映してください。
「修正後再査読」の方は指示に沿った修正を行い、期限までに再登録をしてください。修正
コメント欄に、査読者に対してどのように修正したかをお知らせください。
その際、入力日「月/日」を記載してからコメントを入力してください。
再査読で採否が決定されます。

再登録がない場合や、修正コメントを入力していない場合は取下げとみなし、不採択と
なりますのでご注意ください。

2）再査読結果
再査読結果が「採択」でも査読者のコメントに記載がある方は、コメントを反映した発表資
料を作成してください。

注意

３.学会参加登録について

共同研究者も含め全員が、イージーセミナー(研修情報管理システム)の研修一覧より

「第28回群馬県看護学会（会員・非会員の参加申込）」に申込んでください。



４.発表データ提出期限・発表方法等の確認

イージーセミナー(研修情報管理システム)の「お知らせ」に発表方法等表示のお知らせ・
発表データ提出期限が届きますので、各自ご確認の上、発表の準備をしてください。

【口演発表】当日は登壇して発表します。

持ち時間は7分間です。
事前にPowerPointで作成した発表スライドを期限までに提出してください。

【示説発表】ポスターで発表します。

縦180㎝×横90㎝程度に収めて掲示してください。
単ページ・複ページの指定はありません。
当日は作成したポスターを掲示し、待機時間にご対応ください。

※提出方法※
別途ご案内の「発表データの提出について」をご参照ください。
初回査読後にご案内予定です。
提出期限：2024年10月31日（木） （予定）

【留意点】

演題申込チェックリストを熟読して登録してください。

抄録登録は1,600字です。抄録冊子はA4用紙に1枚での出力です。
簡易校正で体裁を必ずご確認ください。

査読結果が「修正後再査読」の場合、査読者に対して修正コメントを入力してください。
その際、入力日「月/日」から入力を始めてください。

著作権について
群馬県看護学会抄録集に掲載された著作物（電子媒体への変換による利用も含む）の複製権、
公衆送信権、翻訳・翻案権、二次的著作物利用権、譲渡権等は群馬県看護協会（群馬県看護学
会）に譲渡されたものとします。著者自身のこれらの権利を拘束するものではありません。

５.抄録集は学会開催までに送付予定です。

６.その他

学会事務局からのお知らせは原則、群馬県看護協会 イージーセミナー(研修情報管理システ
ム)を使用します。お問合せはイージーセミナー(研修情報管理システム)、演題登録システムの
どちらからでも行えます。
演題登録システムでのお問合せでも、返信はイージーセミナー(研修情報管理システム)より行
いますのでご了承ください。



演題申込チェックリスト付録

チェック項目 チェック欄

＜応募資格について＞

1 発表者（筆頭研究者）及び共同研究者は、本年度の群馬県看護協会会員である。

＜抄録について＞

2 未発表の演題である。

3
研究報告の構成は、Ⅰ目的、Ⅱ方法、Ⅲ倫理的配慮、Ⅳ結果、Ⅴ考察としている。
実践報告の構成は、Ⅰ目的、Ⅱ実践内容・方法、Ⅲ倫理的配慮、Ⅳ結果、Ⅴ考察としている。

4 演題名は50字以内、本文は1600字以内にまとめている。

5 演題名は抄録内容を反映している。

6
文体は常体とし、句読点は「、」「。」を用いている。本文を構成する各項目の見出しは太字にし、改行し1字
下げて内容を入力している。

7 用語の使用、略語の使用や表記は適切である。

8 誤字・脱字はない。

＜倫理的配慮とその記述について＞

9 対象者（または代諾者）から研究ならびに公表の承諾が得られ、その旨が明記されている。

10 研究への参加によって対象者に負担や不利益がないように配慮した研究である。

11 研究対象者への説明と自由意思による同意を得て実施し、その旨を記載している。

12
研究対象者の個人情報は結果に直接関与する情報に限定し、さらに研究対象者が特定されないように記
述している。
※ 対象者個人のイニシャル、「当院」、「当病棟」は使用しない

13

倫理委員会もしくはそれに相当する決定機関の承認を受けたことを記載している。
※ 倫理委員会の実名を表示する。ただし、実名を表記することにより研究対象者が
特定される可能性がある場合には、「所属施設の倫理委員会」等の表記にする。

又は、本演題は実践報告である（実践報告の場合は倫理審査は不要）。

14
既存の尺度を使用する場合、必要に応じて開発者から許諾を得て、その旨を記載している。尺度を改変して
使用する場合は、作成者から許諾を得て、その旨を必ず明記している。又は、使用していない。

15
薬品や器具等は一般名称を用い、（ ）内に商品名と登録商標の場合は®を記載している。又は、使用し
ていない。

16 引用文献を使用した場合は明記している。又は、使用していない。

17 利益相反の有無を確認している。

＜構成の適切性について＞

18
研究報告の場合は、目的・意義を明確に示している。
実践報告の場合は、背景・実践のねらい（実践の目的）を明確に示している。

19
研究報告の場合は、研究方法に分析方法を適切に示している。
実践報告の場合は、実践内容に評価方法を適切に示している。

20 結果は、事実を客観的に示している。

21 考察は、得られた結果に基づいた解釈をしている。

＜演題申込について＞

22 看護管理責任者が応募要領ならびに当チェックリストに基づき抄録を確認し、公表を許可している。
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